






















































加法(合併) (増加) (求大)の 3種減法(求残) (求











実施した WISC-Nでは， FSIQ84， VCl119， PRI82， 
¥八IMI73，PSI61を示している(それぞれ FSIQは全検




九九と九九を用いた 1位数の剖り算ができた反面， r 1
あたり×いくつ分Jで表すという乗法の基本的な概念の












































算数の個別指導場面(1日 l回 l回 10~ 1S分)









































































(求残) Iキャラメルが 18こありました。 5こ食べま
した。キャラメルはイ可個残っていますか。Jに 18x 5 
と記す誤答が見られた。同じく求残の問題の中で同様の
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これまで取り上げた 加法(増加) (合併)の 2種，










































































④第 13~ 14回(1月 19・20日):減法(求補) (求
差)






























補・求差)テーフ密の導入， (第 15~ 19回)， 
( 1 )児童の反応、

















































にした。それぞれ 10-6ニ 4. 10 -5土 5で式と答
えは正解であったが 児童が書いた絵は以下のようなも








































































IV.考察 ていけば，操作は可能なのであるが， r 2つの集合の数
結果に完られる児童の変化と学習上の函難及び筆者の を lつの塊で捉えるJことは，加法(合併) (増加)，
指導の評価をふまえて 算数文章題を指導するときにお 減法(求残)で I 1つの数の塊が ある具体的な数の
さえておきたいと考えられる事項を以下にまとめる。 塊を示しているjことと比べれば 抽象度が増し事象を
( 1 )問題種別の指導の有効性





























































































http/ /:W¥l.，'W 1.kcn.lle_jp / ~nakao/pdf/ bulls y oudai . pdf. 
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